
このA

全
体
像
を
的
確
に
把
握

『
ど
こ
へ
行
く
中
国
経
済』

中
国
が
い
わ
ゆ
る
「
開
放

」
経

誼胴
体
制

に
移
行
し
怯
じ

め
た
乙

と

数
年
来

、
わ
が
国
の
エ
ヨ
ノ
ミ
ス

ト
の
あ
い
だ

に
段
、一

種
の
中
国

フ
4

1
バ
ー

が
生

じ
て
い
る骨
と

〈
に
近

代
経
済
学

者
の
あ
い
だ

で

中
国
現

代
化

に
つ

い
て
の
関
心

が

高
ま
り
、．

す
で
に
若
干

の
成
果

も
．

刊
行
さ
札

て
い

る。
し

か
し

、
モ

の
多
〈
位
、

か
つ

て
文
草
期

に
マ

ル
ク
ス

経
済
学

者
や
ラ
ジ
カ
ル
・

エ
ヨ
ノ
ミ
ス
ト

の
多

〈
が
「
毛
沢

東
思
想

」
に
す

っ
か

り
取
り

調掛
か

れ
た
の
と
好
対
照

で
、

郡
小
平
型

経
済
改
革

に
バ
ラ
色

の
幻
想

を
抱

い
て

、
中
国

経
済
の
将
来

の
パ
フ

甫

亮
進
箸

，
ォ

1
マ

ン
ス

を
楽
観
視

す
る
傾
向

が
強

い。
と
の
主
う
な
オ
プ
テ
ィ
ミ

ズ
ム

段
、

昨
年
後
半
以
来

の
中
国
経
済

の
混
乱

に
よ
っ

て
早
〈

も
平
手
打

ち
を
〈

ら
っ

た
と
い
え
よ

う
が

、

先
進
国

経
済
の
分
析

で
怯
優
札

た

エ
ョ・
ノ
ミ
ス
ト

で
さ

え
も

、
中

国

・
経
済
の
実
像

を
掌
湿

し
き
札

な
い

の
位
、

中
国

が
依
然

と
し
て

、
経

済
の
蹟
理
や
統
計
数
字

だ
げ

で
は

と
ら
え
き
れ
な
い
ド
ロ
ド
ロ
し

た

政
治
社
会

で
あ
る
か
ら
に
ほ

か
な

ら
な
い。

本
書

の
著
者

・
南
亮
進
氏
位

、

右
の
主
う
な
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、

と

〈
に
近

代
経
済
学

者
が
芭
面

し
た

錯
誤

を
避
け

え
た
貴
重

な
存
在

だ

と
い

え
よ

う。

評
者

位
、

本
書
を

通
読

し
た
の
ち

に
、

な
ぜ

著
者
が

中
国
経
済
の
全
体
像

を
か
な

り
的

確
に
と
ら
え
る
と
と
に
成
功
し

た
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比
較
検
討し
てい
苔
か
らで
あ
り

《
と
〈に
表日
11
「
中
固
と
過

去の
日
本との
比
較」
仕
興
味
深．

い
て
著
者肱
「
日
中
聞
に
段、

実に
半
世
紀か
ら一
世
紀に
及
ぶ

絶
大
な
格
差が
あ
る
と
と
が
わ
か

っ
た」
と
結
論し
てい
る，

し
た
がっ
て、
近
年の
日
本経

済の
高
成
長の
経
験段
中
固に
と

っ
て
必
ずし
も
役
立
た
ず、
中
国

怯
むし
ろ
「髄
国
やシ
ン
ガ
ポ
ー

ル
などの
新工
業
国に
注
目
す
る

必
要が
あ
る」
と
提
言
す
否。

中
国
近
代
化
路
線の
存
方に
つ

い
て
著
者肱
「いヲ
たい、
中
国

段、
ど
ζへ
符
〈の
だ
ろ
う
か」

と
述ベ
るの
み
で
明
確に
語っ
て

拾い
ない
が、
本
書位、
手
頃
な

中
国
経
済入
門
書が
少
ない
わ
が

国の
現
状に
おい
て
実
用
的に
も

有
益
な
もの
で
あ
り、
随
所に
織

り
込
ま
れ
た
中
国
経
済に
関
す
る

著
者の
体
験ル
ポ
も
新
鮮
な
効
果

を
生
ん
でい
る。
「
政
府位一
九

七
八
年
末に
三
中
全
会〈
中
国の

国
会）
を
聞
き」
（
二
三例，。
三

中
全
会怯
中
国
共
産
党
第一
一
期

中
央
委
員
会
第三
回
総
会の
と
と

で
国
会で
仕
ない）
といヲ
た
誤

り
や
「
経
済・
社
会・
文
化に
お

ける
自
由
化
政
策」
（二
四
咋）

といっ
た
大
胆
な
筆
使い
段、
中

国に
つ
い
ての
「
素
人の
私が
書

い
た
本」
（
二
七一
元，）
とい
う

著
者の
言
葉
を
まつ
ま
で
も
な

て、
と
の
際仕
許
容
さ
れて
よい

か
もし
札
ない。

東京外
国語大学教授中嶋嶺雄

一
六
O
O
同）

〈
日
本
評
論
社

投

資

家

が

必

ず

選

ぶ

／

秘
密
の．
... t、、

Jレ

を
は
ぐ

『
自
民
党
税
制
調
査
会』

今日
ほ
ど
，
税
金
問
題s
が
国

民
各
庖の
聞で
活
発に
議
論
さ
れ

た
と
と仕
・な
かっ
た
といっ
て
よ

さそ
う
だ
が、
その
理
由
も
明
ら

か
で
あ
る－
す
な
わ
ち、
かつ
て

の
高
度
成
長
期に
位、
国
民の
所

木
代
泰之
箸

得仕
年々
…唱
え
続
けていっ
た
た

め、
取
る
側の
政
府は
毎
年の
よ

うに
波
説
す
る
余
裕
が
あっ
た

し、
払
う
側
も
税
金の
痛
み
を
そ

れほ
ど
感
じ
な
くて
も
す
ん
だ。

だ
が、
低
成
長が
すっ
か
り
定

着し
た
昭
和
五
0
年
代
初め
か
ら

事
情位一
変し
た。
所
得が
伸
び

な
く
なっ
た
支
払
う
倒の
霊
授
感

や
不
公
平
感は
も
は
や
爆
発
寸
前

の
状
態
だ
といっ
てい
い
し、
政

府
側
段
恒
常
化し
た
税収
不
足に

＠位
年9
月
期までズパ
リ
予測

2
年
2
期
業
績
会
予
想

紛
年
の
産
業
景
気・ ．

企
業
業
績
は
ど
う
な
る

・ ，
裸e
の一
株
利
益・
P
E
R

転換
社債・ワラント債が全
額株式

に援り終日わるとど、
ヲなるか？

＠好腎f
連結決算全社独自予測

＠円高メリット企擦は？給入額回茸

I. 2ラ

ア
タマ
を
悩
ませ、
政
治
家肱
補

助
金
や
公
共
支
出の
削
践に
よっ

て
予
算ぷ
ん
取
りに
蹄
の
援・い

よ
うが
な
く
なっ
た。
と
うし
て

税
金
問
題怯
今や
国
民
的
な
関
心

事と
なっ
て
き
たの
で
あ
る。

と
うし
たと
と
を
反
映し
て、

近
年比
説
金に
関
す
る
書
物が
数

多〈
出てい
る，
と
の
本も
その

一
つ
で
ある
が、
い
ま
税
制に
関

し
て
最
大の
力
を
持ち
なが
ら、

と
札
まで
ぽ
と
ん
ど
槌
密のベ
I

；

ル
に
つ
つ
ま
れてい
た
自
民
党
説

泊M

制
調
査
会（
党
税
調）
の
活
動の

£取

委
主
Z
とい
う
点で
注
目

洋

すべ
き
本で
あ
る由
・
’・

詰河
ド

著
者
位、
なぜ
党
税
調が
最
大

川町咽

の
力
を
得るに
至っ
た
か
を
明
ら

雷同－

か
に
す
る・
毎
年、
年
末の
予
算a
、
3

編
成
期に
な
る
と、
新
聞紙
面で

新春号・1300円
．東洋経済新報社

東京日本揖本石町／電話03(246)5470

61. /OS 


